
小太郎だよ 

犀龍よ 

国土交通省 大町ダム 
”大町ダム管理所”の近況をお知らせする広報誌です！ 

今年の天気について 

ダムの設備点検講習会を実施 

・６～８月の天気解説（雨雲レーダー画像図は気象庁HPより引用） 

・９月以降の天気予報（天気図は気象庁HPより引用） 
 

大町市

降水量の今年度と平年値の比較(アメダス大町) 

大町市付近の雨雲レーダー画像図 
（平成28年8月1日） 

台風の影響で大町市で降水量が多くなった気圧配置 
（左：平成23年9月、右：平成25年年9月） 

主放流設備の点検状況説明 設備概要、点検概要と留意点の説明 利水放流設備の点検状況説明 

 9月・10月は、台風が本州付近を通過しやすく
なります。 
 過去に、台風の影響により大町市で降水量が多く
なった気圧配置は、右に示す天気図の通りです。大
町市のひとあめ雨量は、平成23年9月は142ミリ、
平成25年9月は109ミリでした。気圧配置の共通
点は、大町市付近に前線が停滞し、前線の南に台風
があることです。台風からの湿った空気が前線に流
れ込むことで前線活動が活発になり、大町市では降
水量が多くなりました。このような天気図を見かけ
たときは、大雨に対する備えがあると良いでしょう。 
 

 気象庁アメダス大町（降水量）の、今年度実測値と平年値をグラフにして
比較しました（右グラフ参照）。6月と8月の降水量は,ほぼ平年並みとなり
ましたが、7月の降水量は平年の約半分程となりました。 7月の降水量が平
年と比べて少なくなった理由は、高気圧の勢力が強く、低気圧や前線の影響
を受けにくかったことが考えられます。 
 8月1日は18時からの1時間に54ミリの短時間の強い雨を観測しました
（右レーダー図参照）。短時間に強く雨が降った理由は、3つあります。 
 ①上空に寒気が入り、地上付近との気温差が大きくなったため、大気の状  
  態が不安定になった。 
 ②湿った空気が流れ込み、雨雲の元になる水蒸気量が多くなった。 
 ③雨雲を流す上空の風が弱く、雨雲が同じ位置に停滞した。 
以上の理由から、大町市で短時間に強く雨が降りました。 

 ８月２５日～２６日の２日間、大町ダムにおいて、北陸地方整備局管内の機械担当職員２２名（石川
県職員２名含む）が参加し、ダム設備の点検時における留意点や故障時の対処方法について、講習会が
開催されました。 

 この講習会は、毎年テーマを変えて実施されているもので、今回は、ダム設備をテーマに実施された
ものです。参加者からは、「構造も理解でき、大変勉強になった。」との感想が聞かれました。 



平成28年9月発行 第70号   ダムの 風 だより       大町ダム 

 

                
               洪水から地域の人々の生命や財産を守り、ふるさとの大切な水資源を活かすことが大町ダムの使命です。 

               ダムに関するご意見やご要望もお待ちしています。 
 

      国土交通省 北陸地方整備局 大町ダム管理所 
 

               〒398-0001 長野県大町市平字ナロヲ大クボ2112-71 TEL.0261-22-4511(代) FAX.0261-22-4512 

               http://www.hrr.mlit.go.jp/omachi/ 

大町ダム完成３０周年記念イベント 

秋のダム水源地めぐり 

大町ダム完成３０周年記念 シンポジウム 

 大町ダム完成30周年記念プレイベントとして8月9日（火）に「高瀬渓谷 夏の3ダムめぐり」を開催し
ました。 
 当日は、応募者多数による抽選の結果、当選した38名の方々が、大町ダムの内部見学や操作室の見学を
はじめ、東京電力HD高瀬ダム、新高瀬川発電所など普段なかなか見ることが出来ない施設の見学に満足し
た様子でした。また、大町エネルギー博物館でのプラネタリウム鑑賞では、神秘的な光景を目にすること
ができ、大変好評でした。今回のプレイベントで、高瀬渓谷の3ダムの役割について理解を深めるとともに、
ダム周辺の自然環境の素晴らしさを知っていただく機会になったと思います。 

○開催日時 10月10日【月祝】8:00～16:00  小雨決行※ 

  ※台風などによる荒天時は中止となります。中止の場合は、前日での判断を基本とし、事務局よりご連絡致しますが、当日 

     に天候が急変した場合は集合時以後に中止判断となることもあります。あらかじめご了承下さい。 

○集合場所 大町ダム展望広場 駐車場 

○行  程 集合・受付 7:40～8:00 ※車両移動のため、時間厳守  

  8:00      大町ダム展望広場を出発 車両移動                    9:00   高瀬ダム湖末端駐車場到着 

  9:05～12:00 ガイドさんの案内のもと、晴嵐荘までトレッキング（往路）12:00～13:00 晴嵐荘周辺にて昼休憩 

13:00～15:00 晴嵐荘～高瀬ダム湖末端駐車場までトレッキング（復路）  15:00～16:00 集合場所まで車両移動 

○募集人員 30名（定員を上回る応募数の場合は抽選になります） 

○参 加 料 無料 

○対 象 者 小学校3年生以上で緩やかな山道を5時間程度歩ける人（小学生は保護者同伴） 

○持 ち 物 昼食、飲み物、履きなれたシューズ、雨具・防寒着、レジャーシート、当選ハガキ 

       携帯用トイレ（適宜）、クマよけの鈴（適宜）、双眼鏡（適宜） 

□参加申し込み方法□ 
 往復ハガキの往信に、次の事項を記載うえ、下記のあて先までお申し込みください。 
    ①代表者の住所・氏名・電話番号（日中でも連絡がつく番号）・生年月日 
    ②同行者の氏名と生年月日 
 なお、ハガキ1枚でお申し込みいただける人数は、合計で2名様（代表者1名・同行者1名を上限）まで
とさせていただきます。 

【あて先】〒398-0001 長野県大町市平字ナロヲ大クボ2112-71 
           国土交通省北陸地方整備局 大町ダム管理所 
 

◆応募締切日 ９月27日（火）必着◆  
 

※当選した方には、10月3日までに当選ハガキを送ります。イベント当日ご持参下さい。 

【詳細・お問い合わせ先】      HP  ：http://www.hrr.mlit.go.jp/omachi/ 

  大町ダム管理所（担当：総務係） TEL：0261-22-4511 （受付時間 平日9:00～17:00） 

○開 催 日  11月19日【土】     ○場     所  サン・アルプス大町 

 ダム建設計画促進の契機となった水害の体験談などを通じて、暮らしの安全を守る術の「これまで」を
振り返るとともに、ダムと水源地を「これから」の時代に向けてどのように活かすか、専門家や関係者と
ともに考えます。 
【当日のイベント予定】  
  第1部 水害体験談をもとに身を守る術について語り合う懇談 
  第2部 ダムの様々な顔を探り未来に活かす術を探るパネルディスカッション 

すべ 

高瀬川上流域までの道のり 

道中から見える景色 


